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学生生活状況アンケート結果 

  東洋大学甫水会愛知県支部 

●実施期間 2020 年 10 月 24 日～11 月 10 日 

●対象 公式 LINE 登録の愛知県支部会員 

●回答数 55 件（配信数 81 件・67％） 

●アンケート方法 Google フォーム利用 

 

 

 

各学年にわたり回答が寄せられたが、コロナ禍により入学以来からキャンパスに通うこともまま 

ならない＜一年生＝25 件＞から最も多くの回答があった。 
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＜賃貸住宅＝32 件＞が最も多く、＜学生専用寮＝9 件＞、＜部活寮＝3 件＞の回答。 

秋学期の授業再開と共に、8 割の学生は各キャンパス近郊へ戻っている様子。 

一方で、地元を拠点とする＜実家（愛知県）＝10 件＞の内訳は、就職活動と卒業単位の目途がつき 

帰省したと思われる四年生が 4 件。また、一年生からも 5 件の回答があり、現在でもオンライン授業 

中心に実家から学んでいる状況が見える。 

 

 

 

部活寮と実家を拠点とする回答を除いた場合は、約 8 割の学生がアルバイトをしている。 
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部活寮と実家を拠点とする回答を除いた場合は、約 9 割の学生が仕送りを受けている。 

 

 

 

 

その他、自由記述意見 

「首都圏のコロナ状況」 、「金銭面」 、「留学はどうなるのか」 

「通学可能な時期」、「そもそも本来の学生生活が出来ずにいる不安」 

 

内容は多岐にわたり、9 割以上が複数項目で回答。中でも学生の本業である＜学業・履修状況＞が最も 

多かった。 
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その他、自由記述意見 

「同じ学年の父母と情報交換したい」 、「卒業式は実施されるのか」 

「情報が少ない中、地域に密着した内容を希望する」 

「重要な情報を見落とししないような施策がほしい」 

リアルタイムな大学・学生の情報は 8 割が求める結果で、次いで就職活動関連も多くあった。 

 

 

 

8 割近くが参加意思あり、と回答。 

※開催はコロナ状況次第となりますが、場所は名古屋駅付近を予定しています。 

激変した就活状況について理解を深め、親としての立場から何ができるのかを皆さんと共に考えて

いく企画を検討してまいります。 


